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生 涯 学 習 情 報 い っ ぱ い ！ 「 学 び ネ ッ ト あ い ちち 」  携 帯 電 話 か ら も 情 報 検 索 で き ま す。

http://www.manabi.pref.aichi.jp/  http://www.maa nabi.pref.aichi.jp/i/  

生生涯涯学学習習情情報報いいっっぱぱいい！！「「学学びびネネッットトああいいち 」」   携携 帯帯 電電 話話 かか らら もも 情情 報報 検検 索索 でで きき まま すす。。

hhttttpp::////wwwwww..mmaannaabbii..pprreeff..aaiicchhii..jjpp//    hhttttpp::////wwwwww..mmannaabbii..pprreeff..aaiicchhii..jjpp//ii//  

 愛愛愛 知知知 県県県 生生生 涯涯涯 学学学 習習習 推 推推 進 進進 セ ン タタタ ー 情情情 報報報 誌誌誌     ーー   セセ ンン             

裏山で

リを素

料理に

お父さ

子ども

をキラ

を見つ
編集･発行/愛知県生涯学習推進センター （愛知県教育委員会生涯学習課）  
〒460-0001 名古屋市中区三の丸三丁目２番１号（愛知県東大手庁舎２階）  TEL 052-961-5333 FAX 052-961-0232 

 

「「
子子
どど
もも
のの
教教
育育
のの
始始
まま
りり
はは
家家
庭庭
かか
らら
」」
とと
もも
言言
わわ
れれ
るる
よよ
うう
にに
、、
家家
庭庭
教教
育育

はは
子子
どど
もも
がが
成成
長長
しし
てて
いい
くく
うう
ええ
でで
、、
大大
変変
重重
要要
なな
役役
割割
をを
担担
っっ
てて
いい
まま
すす
。。  

  

父父
親親
とと
子子
どど
もも
とと
のの
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
不不
足足
がが
懸懸
念念
ささ
れれ
るる
中中
でで
、、
子子
どど
もも

とと
積積
極極
的的
にに
向向
きき
合合
うう
「「
おお
やや
じじ
」」
たた
ちち
がが
いい
まま
すす
。。  

今今
回回
はは
、、
そそ
んん
なな
地地
域域
のの
「「
おお
やや
じじ
」」
たた
ちち
のの
活活
動動
をを
紹紹
介介
しし
まま
すす
。。  

地域のおやじたちが、手

筒はなびで祭りを盛り上

げました。 

父ちゃんの普段とは違う

迫力ある姿に、子どもた

ちもお母ちゃんたちもく

ぎ付け！ 

【稲沢市】

、秋に拾ったドング

材にして、いろんな

挑戦！ 

んの器用な一面に、

たちはびっくり！目

キラさせてお父さん

めていました。 
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独な育児を行っているケースも少なくあ

父親が子どもの教育にかかわることは

です。父親とのコミュニケーションがよ

い」「電車の中でお年寄りがいたら席を

ている割合が高く、子どもが社会性を身

非常に重要であることが明らかになって

「おやじの会」は、各地域のＰＴＡ活

です。県内におやじの会が誕生して１０

現在（平成１９年１月末現在）では３８

や学校行事、地域活動への参加などの活

・お や

な り

が 高

れ て

・ 家 庭

で す

係 を

あ い

が 健

【 40
家庭教育は、すべての教育の出発点です。乳幼 児

からの親子の愛情による絆で結ばれた家族とのふ

あいを通じて、子どもが基本的な生活習慣、人に

する信頼感、豊かな情操、他人に対する思いやり

会的なマナーなどを身につけていくうえで家庭は

要な役割を担っています。  

しかし、父親が家庭教育に参加することが少なく

親に家庭教育の責任が委ねられがちです。乳幼児
持つ若い母親の中には社会との接点を持たずに孤  

りません。  

、子どもの成長にとって好ましい影響を及ぼすもの

くとれている子どもほど、「弱い者いじめは許さな

譲る」「小さい子の面倒をみるのが好き」などと考え

につけていく上で、父親とのコミュニケーションが

います。  

動などを契機として発足した父親たちによる集まり

年になろうとしています。年々活動の輪が広がり、

市町村で１３２のおやじの会があり、学校支援活動

動をしています。  

発

喜

が

の

育

＜参加加している“おやじ”の声＞ 

じ の 会 の 活 動 が 各 地 で 活 発 に 行 わ れ る よ う に

、 地 域 の 子 ど も は 地 域 で 育 て る と い っ た 意 識

ま れ ば 、 今 社 会 が 抱 え る 様 々 な 課 題 も 解 決 さ

い く と 感 じ ま す 。【 50 歳 代  男 性 】  

教 育 の 大 切 さ を 再 認 識 し ま し た 。 私 も お や じ

が 、 意 識 を 変 え て 、 家 庭 に そ し て 地 域 に と 関

広 げ て い き た い と 思 っ て い ま す 。 親 子 の ふ れ

、 地 域 の 関 わ り に よ り 、 未 来 あ る 子 ど も た ち

や か に 育 っ て く れ る こ と を 願 い ま す 。  

歳 代  男 性 】  

  ＞＞声声のの””じじややおお““るるいいててしし参参加＜＜
-1- 
△ 野 外 料 理 で 、 お 父 さ ん パ ワ ー を

揮 ！ 子 ど も た ち 、 お 母 さ ん は 大

び 。 そ し て 、 な に よ り お 父 さ ん

一 番 喜 ん で い ま し た 。（「 お や じ

会 デ ィ キ ャ ン プ 」 豊 明 市 家 庭 教

推 進 協 議 会 ）  
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演

さ

考

△ 活
愛 知 県 教 育 委 員 会 で は 、家 庭 教 育 を 支 援 す る 事 業 の 一 つ と し て

父 親 の 家 庭 教 育 参 加 促 進 事 業 」 を 実 施 し て い ま す 。 １ 月 28 日

日 ）に 開 催 し た「 父 親 を 考 え る フ ォ ー ラ ム  － 地 域 お や じ サ ミ ッ

－ 」で は 、各 地 で 活 躍 す る「 お や じ の 会 」な ど の 活 動 発 表 、「 松

わ 太 鼓 」 に よ る ア ト ラ ク シ ョ ン 、 三 遊 亭 好 楽 師 匠 に よ る 記 念 講

な ど を 行 い 、 多 く の 方 に 来 場 し て い た だ き ま し た 。 参 加 し た 皆

ん か ら 、「 家 庭 だ け で な く 、地 域 に お け る 父 親 の 役 割 に つ い て も
え る き っ か け と な っ た 」 と い う 感 想 を い た だ き ま し た 。

中 学 校 の 部 活 動 に 参 加 ！ 必 死 の 形 相 で ボ ー ル を 追 う

“ お や じ ”た ち の 真 剣 な 姿 に 、子 ど も た ち は び っ く り ！

(ふ れ 合 い 部 活 動 )  

吉良町父親の家庭教育参加実行委員会は、「父と子  団らん  地

マに、「父と子  ビーチで生き生き体験」「学校で泊まろう！２０

の集い」など、父と子が力を合わせて挑

楽にふれ合ったり、スポーツでぶつかり

子の絆を深めています。子どもたちは、

て、改めて父親のたくましさを感じたよ

尾西第一中学校おやじの会は平成１４年度に設立され、本年度で５

在 は ３ ４ 人 の 会 員 で 活 動 を し て い ま す 。「 ふ れ 合 い 部 活 動 」「 ふ れ 合

ィア活動」「学校祭（文化祭）に参加」などの事業を通して、

おやじと子どもたちが共にふれ合い、語り合い、認め合いなが

ら、父親の学校支援や地域での子育て支援に取り組んでいます。  

父 子 で カ ヌ ー に 挑 戦 ！ お 父 さ ん
ぷりに感動！（父と子  ビーチで

おやじの会の活動について興味をもった方は、お住まいの市町村教

か、愛知県教育委員会生涯学習課へお問い合わせください。

【愛知県教育委員会生涯学習課】電話： 052-954-6780（ダイヤルイ

 E ﾒｰﾙ： syogaigakushu@pref.aic

-2- 
ロ ビ ー で の 各 団 体 の

動 紹 介 と 情 報 交 換
域  団らん」をテー

０６」「父と子  音楽

戦したり、一流の音

合ったりしながら親

各種イベントを通じ

うです。

年目になります。現

い 地 域 清 掃 ボ ラ ン テ

の 力 強 い 漕 ぎ っ
生き生き体験）

育委員会

ン）

hi.lg.jp 
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す。子
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か？」

いまし

風にし

指導員

とに形

久々

不揃い

すが、

なのか

「「学学びびネネッットトああいいちち」」  体体験験レレポポーートト  

愛知県生涯学習情報システム「学びネットあいち」では、自分の学習目的に合わせ 

て、講座などの情報を検索できる他、特に学習目的が決まっていなくても、自分の 

予定にあわせて講座情報を検索できる“イベントカレンダー”も充実しています。 

この“イベントカレンダー”を使って学びの世界に飛び込んでみました！ 

愛

【【  五五感感でで自自然然をを感感じじよようう！！
い風が吹き抜ける１月下旬、イベントカレンダー

ーリングクラフト」を発見しました。ヒーリング

トとは、竹や枝などの自然素材で作った簡単なオ

だそうですが、大変興味深く、早速参加してきま

 

県幡豆郡に位置する愛知こどもの国は、愛知県政

年を記念してつくられた児童総合遊園施設です。

万㎡という広大な自然の中で、体を使って一日中

とができます。 

場所のにじの広場は、周りを木立と竹林に囲ま

地よい葉擦れの音や鳥の鳴き声が聞こえてきま

どもや大人たちが、どんぐりなどの木の実を見つ

は、「これも使いたいね！」「どんな風に使おう

と相談する声も弾んで 

た。そんな、「こういう 

たい」という思いを、 

さんのアドバイスのも 

にしていきます。 

に使うのこぎりや小刀、

な形の小枝に苦戦しま

それが自然素材の良さ

も知れません。少しず △どんな形にしようかな・・・？

知こどもの国からのお知らせ 

『チャレンジハイキング

５月１３日（日）、2０日（日）。愛知こど

あるクイズを解きながら歩く楽しいゲーム

受付は当日の午前１１時～午後３時、あ

※詳細は h
～～想想像像力力ででモモノノづづくくりり～～】】  
つ出来上がっていく“世界でただ１つ”の作品に、みん

な真剣なまなざしを注いでいました。作業中、素材から

伝わってくる温かさに触れ、自然との距離も少し縮まっ

たような気がして、不思議と心もポカポカと温かくなっ

てきました。

終了後、職員の方にお話を伺いました。「製作中も、作

った笛の音色にひよどりやつぐみが寄ってきたりしま

す。そんな自然の音・匂い・感触を五感で感じながら、

作りあげる達成感や想像力を広げる楽しみを見つけて欲
しいです」

を形にして

年間を通

使った行事

います。自

自分だけの

の物を創る

ます（右写

』に参加

もの国内

が開催され

さひ案内所

ttp://www
 

＜わくわく工房（ゆうひ棟内）＞ 

して、木の葉やどんぐりなど、自然の素材を

を開催して 

由な発想で 

オリジナル 

ことができ

真は「わく
外観 

ちょっとした興味から参加したイベントでしたが、自

然に包まれて心も深呼吸でき、モノづく

感することができました。あなたも、自分の中の想像力

りの楽しさを実△わくわく広場

わく工房」外観）。
みませんか？ 

しませんか？

のハイキングコースに設置したポストに

ます！ 

前にて行います。参加費は無料です。 

3.ocn.ne.jp/~a-kodomo/ 

 



できることを “おすそわけ”

             －この気 持 ちから始 まる絆 づくり

－

清
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イインンタタビビュューー  「「ここのの人人 にに聞聞 くく！！」」   

ここのの人人にに聞聞くく！！
生涯学習に関する様々な活動をしてみえる方にお話を伺い、その方

の信念や活動の源に迫ります。今回は、押花を通して人の輪を広げ

たい！とパワフルに活躍する、清水美千代さんにお話を伺いました。
 13

押 花 と の 出 会 い に つ い て 教 え て く だ さ い 。

水 さ ん（ 以 下 敬 称 略 ） 13 年 前 に 、偶 然 立 ち

寄 っ た 本 屋 で 押 花 の 本 を 手 に し た 時 、「 学 び

た い ！ 」 と 直 感 で 感 じ ま し た 。 す ぐ に 講 座 を

受 講 し 、 そ の 年 の 末 に 作 品 の 展 示 会 を 開 き 、

翌 年 1 月 に は 押 花 教 室 を 開 き ま し た 。当 時 は 、

教 室 と 平 行 し つ つ 、 体 験 講 座 の 講 師 と し て も

引 っ 張 り だ こ の 状 態 で し た ね 。  

今 思 え ば 、 母 を 亡 く し た 悲 し み か ら 立 ち 直

れ ず に い た 頃 で し た の で 、 そ ん な 私 を 見 か ね

て 、母 が 押 花 に 出 会 わ せ て く れ た の で し ょ う 。

 押 花 に 没 頭 す る こ と で 、 お 母 さ ん を 亡 く さ

れ た 悲 し み が 癒 や さ れ た の で す ね 。  

水  花 は 人 の 心 を や さ し く 温 め て く れ ま す 。

私 も そ う で し た 。 押 花 を や っ て い る と 、 雑 草

や 道 端 で 咲 く 小 さ な 花 に も 目 が い き 、 朗 ら か

な 気 持 ち に な る 。 そ ん な 花 の 力 で 少 し ず つ 人

の 輪 を 広 げ 、 絆 を 深 め る こ と が で き れ ば と 思

い 、押 花 教 室「 ぽ こ  あ  ぽ こ 」を 始 め ま し た 。

 そ ん な ご 自 身 の 実 体 験 が 、 そ の 後 の ボ ラ ン

テ ィ ア 活 動 に 大 き く 影 響 し た の で す か 。  

水  そ う で す ね 。11 年 前 に 起 き た 阪 神・淡 路

大 震 災 の 時 、 自 分 を 癒 し て く れ た 花 で 被 災 者

の 方 を 励 ま そ う と 、 メ ッ セ ー ジ 付 き の 押 花 カ

ー ド を 送 り ま し た 。 す る と 、 被 災 者 の 方 か ら

お 礼 の 手 紙 が き た の で す 。 本 当 に う れ し か っ

た 。 改 め て 、 花 の 力 を 実 感 し た 経 験 で し た 。

こ の 経 験 を 地 元 で も 生 か し た い と 思 い 、 福

祉 施 設 な ど で 押 花 を 教 え る 活 動 を 始 め ま し

た 。 花 に 向 か う と き は 、 み ん な 本 当 に 楽 し そ

う 。 ４ つ 葉 の ク ロ ー バ ー を 用 意 し て 、 楽 し み

に 待 っ て い て く れ る 方 も い る ん で す よ 。 そ ん

な 姿 を 見 る と 、私 の 方 が 勇 気 づ け ら れ ま す ね 。

押 花 を 通 し て な ら 、 自 分 で も 社 会 に 貢 献 で き

る ん だ と い う 自 信 に つ な が っ て い ま す 。  

 そ の 自 信 が 、 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 の 設 立 に つ な が っ

た の で す ね 。  
清 水  私 は 他 の こ と は で き な い け れ ど 、 押 花 で

な ら 社 会 に 貢 献 で き る 。 同 じ よ う に 、 地 域 に

は 、 自 分 の 得 意 分 野 を 社 会 に ち ょ っ と “ お す

そ わ け ” で き る 人 が た く さ ん い る か も し れ な

い 。 そ ん な 人 た ち の 輪 を 広 げ 、 共 に ま ち づ く

り を し た い ！ と い う 思 い で 立 ち 上 げ ま し た 。

－ 夢 が ど ん ど ん 広 が っ て い き ま す ね ！

清 水  活 動 を し て い る と 、 行 き 詰 ま る こ と も 結

構 あ る ん で す よ 。 そ う い う 時 に こ そ 、 押 花 は

新 し い 出 会 い を 与 え て く れ る 。 そ の 繰 り 返 し

で 、 応 援 し て く れ る 人 が 周 り に た く さ ん で き

ま し た 。そ の こ と が 私 の パ ワ ー の 源 な の で す 。

―  前 向 き に 一 生 懸 命 取 り 組 む 姿 が 、 周 り の 人

に も 伝 わ っ て い る の で し ょ う ね 。  

清 水  私 自 身 、 今 を 一 生 懸 命 生 き る こ と を 大 切

に し て い ま す 。 こ の 積 み 重 ね が 、 い ろ い ろ な

道 を 開 い て く れ る 。 可 能 性 は 無 限 大 に 広 が っ

て い る の だ か ら 、 何 歳 に な っ て も 向 上 心 や 希

望 は 持 ち 続 け て い た い と 思 っ て い ま す 。  

―  学 習 を 地 域 活 動 に ま で 高 め た 清 水 さ ん 。 最

後 に メ ッ セ ー ジ を お 願 い し ま す 。  

清 水  特 技 や 趣 味 な ど 、 自 分 が で き る こ と を 社

会 に ち ょ っ と “ お す そ わ け ” す る 気 持 ち を 、

誰 も が 持 っ て ほ し い 。 必 ず 自 分 に も 何 ら か の

形 で 返 っ て く る の で す か ら 。 そ の 繰 り 返 し で

社 会 は つ な が っ て い く の で す 。 自 分 の 居 場 所

や 役 割 を 実 感 で き 、 結 果 と し て 、 や り が い や

生 き が い に つ な が っ て い く と 思 い ま す よ 。
【 清 水 美 千 代 さ ん（ 押 花 作 家・NPO 法 人 心 豊

か に ARD の 会 代 表 ・ 創 作 押 花 愛 好 家 グ ル ー

プ 「 ぽ こ  あ  ぽ こ 」 主 宰 ）

ARD の 会 で は 、様 々 な 人 の 経 験 や 趣 味 を 生 か

し た 社 会 活 動 の 一 環 と し て 、 子 ど も の 健 全

育 成 や 長 寿 社 会 で の 生 き が い 向 上 に 関 す る

活 動 を 目 指 し て い ま す 。 今 後 に 注 目 で す ！

★  お 問 合 せ は  ★ 0561-53-7373 



「学 びネットあいち」ネットワーク機 関 紹 介

  地 域 に 開 か れ 、 活 用 さ れ る EPO 中 部 で あ り つ づ け る こ と ～ 環 境 省 中 部 環 境 ﾊ ﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌ ﾟｵﾌｨｽ～
★地域が動くﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟをつくる★

 2003 年７月に成立した「環境の保全のための意欲の増進及

び環境教育の推進に関する法律」を踏まえ、地域での環境 ﾊﾟ

ｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟづくりの支援拠点として、地方に環境 ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟｵﾌ

ｨｽ（地方 EPO）が設置されています。中部環境 ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟｵﾌｨ

ｽ（ EPO 中部）は 2005 年 3 月に開設、 9 月に本格的 ｵｰﾌﾟﾝ。特

定非営利活動法人 ﾎﾞﾗﾝﾀﾘｰﾈｲﾊﾞｰｽﾞが請負団体となり、公募し
ﾙﾀﾞｰが資源を持ち寄りながら、地域に必要な ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ事業を展開しています。

、

★大切にしていること～地域と乖離しないために～★

 EPO 中部の ﾐｯｼｮﾝは、「環境 ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟが持続可能な地域をつくる」です。地域と乖離しな

いために、地域の ｾｸﾀｰが何を課題とし、何を求めているかを把握するための、行政、企業、

NPO、市民との ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝは必需です。これまでに、ﾀｳﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞ、企業の環境報告書を読む会

多様な講座などを行い、 ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟを進めるうえでの阻害要因を把握してきました。地域に

求められているのは、多様な ｾｸﾀｰを交えた定期的円卓会議・ ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ事例を知る窓口・企

業との ﾏｯﾁﾝｸﾞ事業・行政と NPO が一緒に ﾌﾞﾚｰﾝｽﾄｰﾐﾝｸﾞする場・行政施策について意見交換す

る場…。 EPO 中部には、そういった場を ｺｰﾃﾞｨﾈｰｼｮﾝする機能が求められています。
た中部 7 県の NPO 団体を含む運営協議会とともに事業の展開

を図っています。環境省がもつ「施設」「資金」といった資源と、地域 NPO が持つ「問題解決

型 ﾈｯﾄﾜｰｸ」「斬新な行動力」といった資源がうまくかみ合わさる、そして地域の多様な ｽﾃｰｸﾎ
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「ネットワーク機関」とは生涯学習情報を「学びネットあいち」に提供してくださる 
生涯学習関連機関・団体で、随時募集しています。 

詳しくは愛知県生涯学習推進センター（電話 052-961-5333）にお問合せいただくか、 
ホームページ（http://www.manabi.pref.aichi.jp/）をご覧ください。 

【 環 境 省 中 部 環 境 ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟｵﾌｨｽ】   

 〒 460-0001 名 古 屋 市 中 区 三 の 丸 3-2-1 愛 知 県 東 大 手 庁 舎 ４ 階
  ℡  052-973-1033 / Ｆ Ａ Ｘ  052-973-1032 / E-mai l  off ice@epo-chubu. jp 

 ◆ 詳 細 は こ ち ら を ご 覧 く だ さ い ⇒ http://www.epo-chubu. jp 

今年度から、企業・行政・NPO が顔を合

わ せ 、 具 体 的 な ア ク シ ョ ン を 提 案 す る 場

作 り を す す め て い ま す 。 地 域 の 声 を 聞 き

な が ら 、 持 続 可 能 な 地 域 を つ く る た め の

新 た な 提 案 を 生 み 出 す 機 能 を 高 め た い 。

私 た ち が 大 事 に し て い る ﾐｯｼｮﾝは 、「 地 域

に開かれ、活用される EPO 中部」です。



生 涯 学 習 支 援 ボランティアセンターだより 

り  
生生生涯学習“ボラセン”だよ涯涯学学習習““ボボララセセンン””だだよよりり
生 涯 学 習 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー で は 、 ボ ラ ン テ ィ ア バ ン ク に   

登 録 し て い た だ い て い る 方 と 関 連 す る グ ル ー プ ・ 団 体 等 を 訪 問 し 、 実 際 に 活 動 す る 様 子 や 直

接 触 れ た 生 の 声 を み な さ ん に 紹 介 し て い き ま す ！

誰もが楽しめる、ダンスの世界へようこそ！
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生涯学習ボランティアコーディネーター養成講座修了生の榎本宣子さん。にしおボランティ

ア市民活動センターで地域の活動を見守っています。また、看護専門学校や短大で保健体育

の非常勤講師をしていることから障害者スポーツに関心を持ち、車いすダンスのインストラ
クターとして、健常者や障害者を問わず、『人』としてダンスをする楽しさを伝えています。
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ながら、生きがいを見つけてもらえたらと感じました。

連 絡 先：代 表  榎 本 宣 子（ 0563-54-0882）又 は

に し お ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ市 民 活 動 ｾﾝﾀｰ（ 0563-57-0469）

△ 一 生 懸 命 練 習 ！ い つ か は み ん な で 晴 れ 舞 台 に ･･･
 

 

 

    

                       

                       

車いすダンスは、約 60 年前、海外で車いす同士が踊る

式で発足し、その後現在の車いすに乗っている方と健

者がコンビを組んで踊る方式となりました。日本では、

5 年程前に研究会が発足し、今では「NPO 法人日本車い

ダンススポーツ連盟」が中心となり、競技会の開催や

ンストラクターの認定等を行い普及に努めています。

榎本さんはこのインストラクターの資格を取得。「西

車いすダンスボランティア部」を引っ張っています。

ともとは、発表会への参加や自分たちの技術の向上を

的に発足したそうですが、活動を進めるうちに、自分

ちが楽しむためだけでなく、障害のあるメンバーが『ボ

ンティアをされる側からする側へ』活躍の場を広げる

う支援できないかとも考えるようになったそうです。

そこで今回は、彼らが身体障害者療護施設の入居者に

いすダンスの講習をする様子を取材してきました。 

当日は、西尾市総合福祉センターからダンス専用の車

す 5 台を施設に運ぶところから始まりました。専用の

いすは普通のものに比べて小回りが利き、踊りやすい

だそうです。施設に着くと、まず榎本さん、学生、主

、そして車いすのともちゃん等、メンバーだけでウォ

ミングアップを開始。その後、入居者に声をかけると、
て来て、総勢 20 名強でダンスの
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まりです。車いすの人とそうでない人がペアを組み、

ンバーが手本を見せます。ともちゃんが相手と手をつ

ぎ、車いすでくるりと一回転。それを見て、あちこち

人が回ります。ダンスの種目は、社交ダンスと同様、

ルツ、ルンバ等から、フォークダンスや民謡等まであ

そうですが、ここでは種目に関係なく、好きな音楽に

わせて踊ります。メンバーも入居者も表情がいきいき

ているのが印象的で、みなさんに話を聞くと、やれば

る程熱中し表情も豊かになっていくとのことでした。

実は、私もワルツの音楽にのせて車いすダンスを体験

せてもらったのですが、すごく軽やかで良い気分でし

。みんなの表情が輝いていた理由が分かるようでし

。いろいろな人が、ダンスを通して互いに協力し合い



「豊川市子連一宮中学校区ボランティア育成会」で、若きボラ

ンティアリーダーの育成に携わる白井志保さん。いつも穏やか

な眼差しで、彼らの活動を支えます。白井さんは、愛知県地域

活動推進スタッフ養成講座などを受講され、今年度は、県教育

委員会主催事業にも協力していただきました。今回は、周りの

人を自然と笑顔にしてしまう、そんな彼女の活動に迫ります。

失敗は成功のもと。楽しく活動！
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△ は ね つ き で 失 敗 ！△ 凧 揚 げ の 様 子
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1 月下旬、寒空が広がる豊川沿いのいこい

広 場 で 、 子 ど も た ち の に ぎ や か な 歓 声 に

まれる白井さんの姿を見つけました。  

こ の ボ ラ ン テ ィ ア 育 成 会 は 、 年 少 リ ー ダ

（小学 5・6 年生）、ジュニアリーダー（中

生）、シニアリーダー（ 18 歳～ 30 歳）、育

ボランティア会（成人育成者）から成り、

ど も 会 活 動 の 運 営 ・ 支 援 、 福 祉 ボ ラ ン テ

ア な ど を 行 っ て い ま す 。 ジ ュ ニ ア リ ー ダ

が 中 心 に な っ て 活 動 の 企 画 運 営 を し て お

、 白 井 さ ん の 属 す る シ ニ ア リ ー ダ ー は 、

らを陰から支えています。

この日は、子ども会の活動の支援として、

揚 げ 、 は ね つ き 、 こ ま 回 し な ど の 正 月 遊

を 行 い ま し た 。 参 加 し た 子 ど も た ち は 思

思 い の 絵 を 描 い た 手 作 り の 凧 を 持 ち 寄

、いざ揚げてみると ･･･、バランスが悪く

揚 が り ま せ ん 。 そ こ で ジ ュ ニ ア リ ー ダ ー

、糸の長さを調節して手直しすると・・・、

高 く 凧 が 舞 い 揚 が り ま し た 。「 揚 が っ た

！ 」 満 面 の 笑 み を 浮 か べ た 子 ど も た ち が

し そ う に 声 を あ げ ま す 。 一 緒 に 歓 声 を あ

る ジ ュ ニ ア リ ー ダ ー の 後 ろ で 、 嬉 し そ う
ほほえむ白

     
ギ リ シ ャ の

が あ る 。 物

う 。 ボ ラ ン

と 相 手 か ら

も に 学 ん で

生 涯 学 習 の

め て い く こ
 井さんの姿が印象的でした。 地

            
こ と わ ざ に「 一 番 早 く 年 を と る も の

事 に な れ て し ま う と 感 謝 の 心 を 忘 れ

テ ィ ア 活 動 の 中 で 生 涯 学 習 の 講 師 や

の 感 謝 を ど こ か で 期 待 し が ち で あ る

自 分 の 居 場 所 や 生 き が い を 見 つ け て

一 環 と し て 教 え 、 学 ぶ 機 会 で あ る 。

と を 忘 れ な い よ う に し た い も の だ 。
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失敗してこそ成功できる」－白井さんは、

験 か ら 学 ん だ こ の 言 葉 を 、 活 動 を 通 し て

ュ ニ ア リ ー ダ ー に 伝 え た い そ う で す 。

失 敗 を 恐 れ ず に 、 自 分 で 考 え て 行 動 し て

し い 。 そ の た め に は 、 私 た ち が ど の よ う

彼 ら を 支 援 し た ら い い か を 考 え な が ら 活

しています。」

「楽しむ」という気持ちが彼女の原動力。

大 人 が 楽 し ん で 活 動 す る と 、 そ れ が 子 ど

に 自 然 に 伝 わ る ん で す ね 。 世 代 を 超 え て

有 で き る 感 情 が 、 常 に 私 た ち の 活 動 の 根

にあるからこそ続けられると思います。」

こ う 語 る 白 井 さ ん の 笑 顔 が と て も 輝 い て

ました。

子 ど も か ら 大 人 ま で 一 緒 に 活 動 す る こ と

、 お 互 い が 助 け 合 い 、 そ し て 学 び 合 い 、

域活性化に向けて日々前進しています。
つぶやき ～ボラセン担 当 より～
は な に か ？ そ れ は

て し ま い が ち に

活 動 の 助 言 者 を

。 ボ ラ ン テ ィ ア

い く こ と に 喜 び

感 謝 の 心 を 持 ち
感 謝 の 心 で あ る 。」と い う

な る こ と を 戒 め た 言 葉 で あ

し た り 、 奉 仕 活 動 を し て い

本 来 の あ り 方 は 教 え た り 、

が あ る 。 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動

な が ら ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を



生 涯 学 習 推 進 センターだより 

（文部科学省委託事業）  

～平 成 １６年 度 から平 成 １８年 度 までの緊 急 ３ヶ年 計 画 で実 施 ～ ～～施施実実でで画画計計年年ヶヶ３３急急緊緊ののででまま度度年年８８１１成成平平ららかか度度年年６６１１成成平平～～

、

る

の

＜＜ 背背 景景 ＞＞

・ 社 会 の 構 造 や 環 境 の 変 化 に 伴 う 住 民 の 地 域 社 会 へ の 帰 属 意 識 の 希 薄 化 な ど に よ り

近 隣 住 民 間 の 交 流 等 の 不 足 、 青 少 年 の 問 題 行 動 の 深 刻 化  

・ 青 少 年 を 巻 き 込 ん だ 犯 罪 の 多 発 な ど を 背 景 と し た 、 子 ど も た ち の 安 全 ・ 安 心 で き

遊 び 場 の 不 足 （ 青 少 年 の 異 年 齢 ・ 異 世 代 間 交 流 の 不 足 、 青 少 年 の 奉 仕 ・ 体 験 活 動
                          

指 導 員 やボランティアとして、地 域 の大 人 たちの参 加 協 力 のもと、 

○ 学 校 の校 庭 や教 室 等 を子 どもたちの安 全 で安 心 な活 動 拠 点 （居 場 所 ）として開 放

○ 放 課 後 や週 末 など、子 どもたちがスポーツや文 化 活 動 等 の様 々な活 動 を実 施

不 足 ）  

地 域 子 ども教 室 のの 実 施施施実実室室の教教ももどど子子域域地地

こ の 取 組 は 、平 成 16 年 度 に は 5,364 か 所 、平 成 17 年 度 に は 7,954 か 所 、そ し て 最

終 年 度 と な る 平 成 18 年 度 は 8,318 か 所 で 実 施 さ れ る な ど 全 国 的 な 広 が り を 見 せ て い ま

す 。 県 内 に お い て も 平 成 18 年 度 に は 370 か 所 で 実 施 さ れ ま し た 。  

し

て

愛 知 県 地 域 教 育 力 ・ 体 験 活 動 推 進 協 議 会 委 託 「 地 域 子 ど も 教 室 推 進 事 業 」 を 実 施
い る 団 体 を 紹 介 し ま す 。  

土 曜 日

方 に 目

者 や 支

配 置 し

後 も 子

げ る 活

市 内

ｺ ｰ ﾃ ﾞ

に 乗

用 す

ボ ラ

流 が
生 き 生 き 土 曜 学 級 実 行 委 員 会

  【 大 口 町 】

に 小 学 校 で 開 催 し 、 休 日 の 過 し 方 の 在 り

を 向 け る 一 助 と な り ま し た 。 ま た 、 指 導

援 者 に 教 員 志 望 の 大 学 院 生 や 学 生 を 多 く

、 彼 ら の 学 ぶ 機 会 に も な っ て い ま す 。 今

ど も た ち の 生 涯 学 習 の 基 礎 づ く り に つ な

動 に し て い き ま す 。  
蒲 郡 子 ど も の 居 場 所 連 絡 協 議 会

   【 蒲 郡 市 】

11 公 民 館 の う ち 7 館 で 実 施 し て い ま す 。

ｨ ﾈ ｰ ﾀ ｰ と 公 民 館 主 事 が 協 力 し て 活 動 を 軌 道

せ る と い う 一 面 も あ り ま し た 。公 民 館 を 利

る こ と で 、 公 民 館 活 動 に 関 心 を 持 っ た り 、

ン テ ィ ア の 申 し 出 が あ っ た り と 人 々 の 交

深 ま っ て い ま す 。
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生 涯 学 習 推 進 センターだより 

地地地 域域域 子 ども教 室室室  参参参 加加加 者 交交交 流流流 会会会 を開開開 催催催 しました！！！たたししままししをを者者  教教ももどど子子

平 成 19 年 1 月 26 日 （ 金 ） に 、 県 生 涯 学 習 推 進 セ ン タ ー で 「 第 2 回 地 域 子 ど も 教 室

推 進 事 業 参 加 者 交 流 会 」 を 開 催 し 、 県 内 で 活 動 す る 20 団 体 が 事 例 発 表 を 行 い ま し た 。

異 年 齢 ・ 異 世 代 交 流 を 通 し て 、 人 間 力 の

も 交 流 ・ 体 験 活 動 推 進 事 業 「 で あ い ・ ふ れ あ

催 ）。地 域 で 活 躍 す る 青 年 た ち の 企 画 ・ 運 営

高 校 生 や 65歳 以 上 の 県 民 の 方 ）は 、自 然 や 人

 

  

 ま た 企 画 ・ 運 営 し た 青 年 ス タ ッ フ か ら は

そ し て 運 営 ま で 、 事 業 を 作 っ て い く プ ロ セ

で 実 践 し て レ ベ ル ア ッ プ に つ な げ た い 」 と

※ 夏 合 宿 の 様 子 は 「 ま な び ぃ あ い

⇒ ht tp : / / www. man ab i . p r e

＜＜＜ 合 宿 に 参 加 し た 子 ど も た ち 、 又 は そ のの

☆ “ フ ァ イ ヤ ー の つ ど い ” で 渡 さ れ た 親 か

に 自 分 の こ と を 見 て い て く れ た ん だ と 分

し た ス タ ッ フ の 方 に 感 謝 し た い で す 。 【

☆ 家 庭 で は 経 験 で き な い 伝 承 遊 び を し な が

た こ と で 、 相 手 を 思 い や る こ と の 大 切 さ

☆ 腹 痛 の 子 の 体 を お 姉 さ ん が さ す っ て あ げ

高 齢 の 私 も 、 若 者 か ら た く さ ん の エ ネ ル

合合宿宿にに参参加加ししたた子子どどももたたちち、、又又ははそその

今 回 の 交 流 会 で

な ど を 発 表 し ま

タ ー や ビ デ オ な

い ま し た 。 参 加

発 表 者 と 活 発 な

活 動 報 告 を 聞 い

行 き 自 由 に 意 見

報 告 を 聞 い て 、

動 に 自 信 を 持 っ

返 る 良 い 機 会 と

-1

き ま し た 。 合 宿 に 関 わ っ た 多 く 

い の 素 晴 ら し さ ” を 感 じ た 合 宿 
・・・活動報告・・・
は 、 各 団 体 で ブ ー ス に 分 か れ て 活 動 の 様 子

し た 。 ポ ス タ ー や 写 真 の 掲 示 、 プ ロ ジ ェ ク

ど を 使 っ て グ ル ー プ ご と に 活 動 報 告 を 行

者 は 興 味 の あ る 事 例 発 表 を 聞 き に ま わ り 、

意 見 交 換 を し ま し た 。  
・・・全体交流会・・・
て 質 問 し た い と こ ろ や 聞 き 逃 し た と こ ろ へ

交 換 や 情 報 交 換 を し ま し た 。 他 団 体 の 活 動

今 後 の 活 動 の 参 考 に し た り 、 自 分 た ち の 活

た り と 、 今 回 の 交 流 会 を 通 し て 活 動 を 振 り
育 成 を め ざ し た 子 ど  

い ・ わ か ち あ い 夏 冬 合 宿 」（ ８ ・ 12月 開

の も と 、130名 あ ま り の 参 加 者（ 小 ・ 中 ・

と ふ れ あ う こ と の 大 切 さ を 経 験 し ま し た 。

「 企 画 か ら 立 案 、

ス を 学 ん だ 。 地 域

い う 感 想 を い た だ

ち 」 14 号 で 紹 介 し て い ま す 。

f .a i ch i . j p /cen t e r / man abee/ i n dex .h t m l

△もちつきを体験！（冬合宿）

保 護 者 か ら の 声 ＞

ら の 手 紙 を 読 ん で 、 こ ん な

か り う れ し か っ た 。 企 画 を

高 ３ 参 加 者 】

ら 、面 識 の な い 異 な る 年 齢 の 人 と 過 ご せ

に 気 付 い た よ う で す 。 【 小 ５ 保 護 者 】

た り し て 、と て も い い 雰 囲 気 で し た 。最

ギ ー を も ら い ま し た 。【 74 歳 参 加 者 】

保保護護者者かかららのの声声＞＞

な り ま し た 。  
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の 人 々 が 、 ” 出 会

で し た 。  



や な べ

全全国国読読書書フフェェスステティィババルル愛愛知知大大会会をを開開催催ししままししたた！！  

△パネルディスカッションでは子

どもの読書をめぐってケンケン

ガクガク！
△中川さんの絵本コンサートで

ノリノリ！

△きむらさんと三輪さんの対談に

興味シンシン！

ウィルホールで行われた劇団「青い鳥」の「アラビアンナイト」や中川ひろたかさんの絵本コンサートでは、

親も子も一緒になって拍手をしたり歌ったりするなど、とても盛り上がりました。「子どものこころを豊かにす

る読書」をテーマにしたパネルディスカッションでは、芸能人の麻木久仁子さんや原田大二郎さんの自分の経

験をもとにした発言に、来場者から賛同の声があがっていました。 

 その他、会議室では、新美南吉関係の展示や実演、人形劇、折り紙づくり、ブックトーク、絵本作り講座、

絵本・児童書の展示など盛りだくさんの催しを行い、親子で楽しむ姿があちらこちらで見られました。 

 当日は、5,000 人以上の方が来場し、どの会場も親子連れを中心にして多いに賑わい、活気に満ちあふれた

大会となりました。子どもの読書活動に対する県民の関心の高さを強く感じました。

△半田市立岩滑小学校による詩の朗

読と歌でオープン！

生涯学習情報誌「まなびぃあいち」は、生涯学習に取り組むみなさんと、愛知県生涯学習推進センターを結ぶ広報誌

です。｢こんなことを取り上げて欲しい！｣｢こんな情報がほしい！｣｢活動を取材してほしい！｣、どんなことでも結構

です。ご意見等を下記までお寄せください。 

〒460-0001 名古屋市中区三の丸三丁目 2 番 1号 愛知県生涯学習推進センター 

ファクシミリ：052-961-0232 mail：info@manabi.pref.aichi.lg.jp 

こ

生涯学習のマスコット 

“マナビィ” 

 大会議室では、半田市立岩滑小学校の児童による詩の朗読と歌から始

まるオープニングセレモニーに続いて、学校や図書館などの実践事例発

表、絵本作家のきむらゆういちさんとメルヘンハウス代表の三輪哲さん

による対談を行いました。学校や図書館、読み聞かせボランティアなど

の関係者を中心に多くの方が集まり、熱心に耳を傾けていました。 

平成１９年１月１３日（土）に、ウィルあいち（名古屋市中区）で、

「読書ではぐくもう！豊かなこころ」をテーマとして、「全   国読書フェス

ティバル愛知大会」を開催しました。 
の印刷物は古紙再生紙を使用しています。 
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